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2 月の異名は「如月」。諸説ありますが、衣を更に着ると書いて 

「衣更着」から、という説が有力です。寒い時期に重ね着をして対策 

をしたのは昔からある知恵だったのですね。立春も過ぎ、暦の上 

では春ですが、まだ、寒さの厳しい感染症シーズンが続きます。 

気候に合わせて服装を上手に調節しながら乗り切りましょう。 

 

                 学校薬剤師の白倉先生(戸塚薬局)を講師に迎え、2 年生を対象に 

「薬物乱用防止教室」を行いました。講義を聞くだけではなく、  

グループワークを通して薬物の怖さや害について学びました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 感想 ) 一部抜粋 

・薬物の危険性や依存性、また心身に及ぼす影響を学ぶことができた。進められても断ることが大切ということや社会に悪影

響を及ぼさないために止めることが大切ということを学べた。 

・薬物を始めるきっかけを作らないようにストレスを溜めないことが大切と学んだ。 

・こんな怖いものが世界中に潜んでいることに恐怖を感じた。 

・薬物は一回でも使ってしまったら抜け出せなくなり依存してしまうので絶対にしないと自分の心に誓えました。シンガポールで

は持っているだけでも死刑になってしまうので怖いなと思いました。それほど危ないものなんだなと気づくこともできました。

日本でも罪になって逮捕されたりするので絶対しないようにしようと思いました。 

・薬物は一回やるだけで非常に危険なことが分かった。大麻を使うことで及ぼす影響もしっかり聞けた。もし誰かに進められて

もしっかりと断りたい。 

・懲役１０年になったり罰金しなきゃなのになぜ薬物をやらない人は減らないのかなと思った。 

２月の保健給食目標 

☆健康な心と体を作ろう
☆日本型食生活を見直そう 

薬物乱用防止教室 

個人の自由 

わからない 

講義前も後も、「個人の

自由」と思っている人

が、１０％もいました。

本当に、個人の自由なの

でしょうか？ 

その場になってみないと

断れるかわからない 

多分断われる 

わからない 

講義前も後も、「多分断

れる」、「その場になって

みないと断れるかわから

ない」と答えた人たちが

３５％もいて、ちょっと

心配になりました。そん

な場面を想像すると確か

に不安に感じるかもしれ

ませんが、強い心を持っ

て断る勇気を持って欲し

いと思います。 

事前アンケート結果や質問にも答えな

がら、実態に応じた話をしてください

ました。 

保健給食委員さんが、進行、事前アンケ

ートの発表を行いました。 



学校薬剤師の白倉先生には、年 2 回、教室内の

空気の汚れがないか、換気の状態は適切か、明る

さは十分保たれているか、まぶしさはないか等

「教室の環境検査」もお世話になっています。 

結果は特に問題なく、暖房器具を使用する時期

は、欄間を開けておく、休み時間ごとに窓を開け

換気をするなどのアドバイスをいただきました！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談しよう そうしよう！ 


